




















































































































































































孫文の辛亥革命が起こったのが 191 1 年、中国の



















































































































































































































































できましたので、 1901 年に入った人が l 期生。
だからたとえば 25 期生と言うと 1925 年に入っ
た人で、分かりやすい。まあ古いほうの方は当時
もうあまりご存命でなかったので、アンケートで


























































































































































外務省から 5 人のお礼に 3 万円寄付があって、学
生が 3 年分ぐらいグループで旅行ができるという
ので、要望に応えて学生遠の自主編成、自主計画、




































































































の上海 5 ・ 30 事件。これは反英反日の運動で、大























































































































































































































































































































【寺田】 12 期くらい・ ・。
【藤田】 ああ 12 期だったら充分可能性がありま
す。
【寺田】 ありがとうございます。
【藤田】 手書きの部分と、それから活字にダイ
ジェス卜した部分と両方、うまくいくと見つける
ことができます。受付でお名前と、何期というの
を書いていただけたら、あとでコピーしてお送り
することができます。
【司会】 ありがとうございました。では閉会のほ
うに移ってまいります。今し方ご講演された藤田
センター長より閉会のご挨拶がごさ守います。藤田
先生よろしくお願いいたします。
【藤田】 あらためてご俊拶ということで大変恐縮
です。今日は長時間にわたりまして、我々の講演
会をご清聴いただきまして大変ありがとうご、ざい
ました。我々の活動はこういう形で、やってまいり
まして、これも今後よりグローパルなレベルで展
開できていったらと思っております。そういう意
味で、これまで書院の方々にもずいぶんお世話に
なりました。もちろん愛知大学の我々の関係ス
タッフにもお世話になりました。ありがとうござ
いました。こういうことですので、ぜひ豊橋校舎
のほうにも来ていただき、ご覧いただければさら
にありがたいと思っています。一番最初に私が申
しましたように、地域研究という点では、まあ中
国語研究もそうですけど、やっぱり東亜同文書院
の中国および東南アジアの研究というのは組織的
164 
にも世界最大級だと言えると思います。そういう
点でこれをぜひ世界の方々にも知っていただいた
らいいんじゃないか。とりわけ今の中国の 20 世
紀前半の戦争ばかりやっていた時期に書院生が生
の中国や東南アジアを記録したわけでして、こう
いう資料は他にはありません。だから今の中国政
府関係機関も我々の資料を欲しがっています。そ
ういうこともあって、東アジアの空白を埋め得る
書院の方々の足で稼いで記録した事業とその内容
は、十分再評価されるべきものと思っています。
そういう点で今後ともぜひ皆さん方にも温かく見
守っていただけたらというふうに思ってます。
また今回松坂屋の皆さんとか、出入りの業者の
方にもお世話になりました。それからそれぞれの
新聞社の方々にもご後援をいただいてきました。
書院の卒業生の方々、先ほどの東亜同文会の後継
である霞山会の方々にもお世話になりました。そ
ういう点では我々は、多くの方々のご協力を得な
がらこのプロジェクトを進行させることができた
と思っています。ということで今日は本当に長時
間ご清聴いただきまして大変ありがとうございま
した。厚くお礼を申し上げます。
【司会】 ありがとうございました。以上をもちま
して東亜同文書院大学記念センター主催の講演会
を終了いたします。皆さん長時間お付き合いくだ
さいまして、誠にありがとうございました。厚く
御礼申し上げます。なお展示会のほうですけれど
も、本日 6 時まで行なっておりますので、またお
時間lのある限り展示室・展示コーナーのほうもご
覧ください。ありがとうございました。お気を付
けてお帰りくださいませ。
